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序 文
小沢原遺跡の調査がはじめて実施されたのは、 平成5

年度からで今回を含めると3回にわたる調査が行われま

した。 これまでの2度にわたる調査の結果 、 関連機関等

の協力も賜り、 多大な成果を上げることができました。

さて、 本遺跡は特別史跡多賀城跡、 多賀城廃寺跡にも

位置的に近い距離に所在しています。 今回の調査対象区

は、 前回調査を実施した場所の東側にあたります。 この

ことから判断して、 これらに関連すると思われる迫構・

遺物の存在が、 ある程度予想されました。 調査の結果、

遺構の広がりや周辺の旧地形等を把握することができま

した。 調査結果としては、 まことに地味なものですが、

このような小さな資料の積み重ねが、 今後の調査に受け

継がれ、 これが強いては多妓城市の歴史解明の一助にな

ると思われます。

今回収録した小沢原遺跡第3次調査は、 11月5日から

年が改まった1月中旬まで、 事前調査として実施されま

した。 ここ数年来、 気候は暖冬とは言え、 この間の厳し

い寒さの中 、 発掘調査に従事された作業員の方々へは大

変ご苦労をおかけしました。

最後に、 発掘調査や本報告書の刊行にあたり、 多大な

るご指導• ご協力いただきました多くの方々に対し、 厚

く御礼申し上げます。

平成9年3月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



言
本書は平成 8 年度に国庫補助事業として実施した小沢原遺跡第 3 次調査の調査結果をまとめたもの

である。

例
1. 

2. 遺構番号は第 1 次調査からの一連番号である。

3. 本書中で使用した遺構の分類記号は次のとおりである。

SK: 土堀SD: 溝跡SB: 掘立柱建物跡SI : 竪穴住居跡

4. 挿図中の高さは標高値を示している。

調査区の実測基準線は 「平面直角座標系X」を使用し、 原点X=-188. 610、 Y=l47. 90を通る南

北方向の直線を南北基準線、 それと直交する東西方向の直線を東西基準線とした。 この原点を0とし

て調査区内に3mの方眼を組み、 東西方向は原点から東をE 、 西をWとして原点からIm離れるごと

にアラビア数字でEl·E2 ·E3·· ·、 Wl ·W2·W3 · · · と表した。 南北方向は原点から

北をN 、 南をSとして同様に表した。

5. 

6. 方位の北は座標北を示している。

7. 土色は『新版標準土色帖』（小山・ 竹原： 1993)を参照した。

8. 発掘調査およぴ本書の作成に際しては、 次の方々およぴ機関からご指導• ご協力を賜った（敬称略） 。

宮城県教育庁文化財保護課

東北歴史資料館

宮城県多賀城跡調査研究所

蜂谷貞治、 蜂谷春夫 、 蜂谷武志（土地所有者）

9. 墨書土器の判読にあたっては、 宮城県多賀城跡調査研究所の佐藤和彦氏の協力を得た。

10. 本書の執箪•編集は石川俊英、 高橋圭蔵、 三浦幸子が協議して行なった。

11. 遺物整理および実測図作成等の作業は大山真由美、 太田久美子、 赤坂菜緒子、 管野礼子 、 須藤美智子、

鹿野智子 、 高橋千賀子が援けた。

12. 調査に関する諸記録および出土遺物は、 すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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調在要項
1. 遺 跡 名 小沢原遺跡（宮城県遺跡登録番号 18043) 

2. 所 在 地 宮城県多賀城市浮島2丁目85-1 、 86-5、 91-8、 97-8

3. 調 査面積 3 6 Om 

4. 調 査期間 平成8年11月5日～平成9年1月17日

5. 調 査主体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

6. 調 査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 長 木村 忠雄
調査員 石川 俊英 高橋 圭蔵 三浦 幸子

7. 調査参加者 赤間かつ子 阿部トシ子 阿部美智子 遠藤 実 小野 玉乃
長田栄太郎 熊谷あつ子 熊谷きみ江 熊谷サツキ 後藤 恵子
今野 孝男 桜井エイ子 鈴木 太仲 鈴木 寿二 橋本
早坂 剛 真野 勝雄 渡辺 幹子 渡辺ゆき子 渡邊 正一

8. 調査協力者 蜂谷 春男 蜂谷 貞治 蜂谷 武志



I 遺跡の位置と地理的・歴史的環境
遺跡の位置

多咬城は宮城県のほぼ中央にあり、 仙台市の市街地から北東約10kmの地点に位置している。 本遺跡は

市の東側の低丘陵に位骰し、 標高約8mである。

地理的環境

多賀城市は、 東半部が低丘陵、 西半部が沖積地という地形に大きく2 分されている。 東半部の低丘陵

は、 標高50-lOOm の塩鼈丘陵から派生したもので砂岩・凝灰岩などが基盤となっている。 この丘陵の裾

部 は大小の谷が複雑に入り組んだ地形になっており、 その標高も暫時減じている。 小沢原遺跡は、 この

丘陵の裾部 に立地している。

歴史的環境

本遺跡の時代については、 平安時代～中世頃の複合遺跡として捉えられてきた。 これまで2回にわたっ

て実施された発掘調査の結果、 遺跡の内容、 性格等について序々に明らかになりつつある。 本遺跡は、

時代を限定してみれば、 特別史跡多賀城跡の東側約1.1km、 多賀城廃寺跡北東約0.4kmの距離という位置

関係から、 古代多賀城をとりまく一連の遺跡として捉えることができる。

ー

第1図 遺跡の位置
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番号 遺跡名 調査年次 調査地区 発 見 遺 構 年代 原因 調査主体

1 西沢遺跡 平成2年度 市}II字伊保石地内
竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡 奈良• 平安

確 認調 査
多賀城市教育委員会

溝跡 、 土塙 中 世 （第 1次調査）

2 高崎遺跡 平成4 年度 留ヶ谷地内 竪穴住居跡 、 溝跡 、 土塙 平安時代 確 認調 査
多賀城市教育委員会

（第9次調査）

3 小沢原遺跡 平成5年度 浮島地内 竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡 平安時代
道路建設

多賀城市教育委員会
溝跡 、 土塙 中 世 （第 1次調査）

4 西沢遺跡 平成6年度 浮島字西沢地内
竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡 平安時代

宅地造成
多賀城市教育委員会

柱穴列、 溝跡 、 土塙 中 世 （第2次調査）

5 高崎遺跡 平成6年度 高 崎地内 竪穴住居跡 ， 掘立柱建物跡
平安時代

道路建設 鐸醐教育委員会
溝跡 、 井戸跡 （史跡連絡線） （第12次調査）

6 小沢原遺跡 平成6年度 浮島地内 竪穴住居跡 、 溝跡 平安時代
道路建設 多賀城市教育委員会

（史跡連絡線） （第2次調査）

7 高崎遺跡 平成6年度 高 崎地内 溝跡 、 土堀 不 明 宅地造成
多賀城市教育委員会

（第13次調査）

8 高崎遺跡 平成6年度 高 崎地内 溝跡 平安時代 資材置場造成
多賀城市教育委員会

（第14次調査）

， 野田館跡 平成7年度 留ヶ谷地内 塀跡 、 溝跡 不 明 宅地造成
多賀城市教育委員会

（第 1次調査）

10 高崎遺跡 平成7年度 高 崎地内
竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡 平安時代

宅地造成多賀城市教育委員会
土塙、 溝跡 、 井戸跡 近 代 （第16次調査）

竪穴住居跡 、 鍛冶炉
11 西沢遺跡 平成7年度 市）II字奏社地内 石組み炉、 柱穴、 溝跡 平安時代 宅地造成

多賀城市教育委員会

土堀、 井戸跡
（第3次調査）

12 高碕遺跡
竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡 縄文•奈良

市営住宅、
錬癖教育委員会

平成8 年度 留ヶ谷地内 ディサービス
土壊 平安•中世 （第19次調査）センター建設

13 高崎遺跡 平成8 年度 高 崎地内 掘立柱建物跡 、 土壌 古 代 宅地造成
多賀城市教育委員会

（第2 0次調査）

14 小沢原遺跡 平成8年度 浮島地内 竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡
平安時代 宅地造成

多賀城市教育委員会
溝跡 、 土瑕 （第3次調査）

表1 周辺遺跡調査成果一覧表
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II 調在に至る経緯
多賀城市は、 政令都市である仙台市に隣接し、 近年著しく都市化の波が押し寄せてきている。 これに呼

応して昭和50年代から埋蔵文化財包蔵地内での宅地開発が急増している。 特に市川・高崎• 新田地区にお

いて昭和56年頃からその傾向が著しく 、 埋蔵文化財が少しずつ侵食されてきている。 本市東部に位慨する

小沢原迪跡周辺も例外ではなく 、 平成2年以降開発行為による発掘調査件数は増加している。

今回の調査は、 当該区域内への個人住宅建設の計画が契機となり発掘に至ったものである。 現状は畑地

として利用されている。 ここに現況の地盤より5mほどの盛土を行い宅地とする工事計画であったため、

地下遺構に少なからず影響を及ぽすおそれがあるという観点から判断して 、 小沢原遺跡第3次調査として

事前調査を実施したものである。

I[[ 調査方法と経過
調査区の設定は、 第 1 · 2次調査成果の在り方をもとに行なった。 今回調査対象区は南北に長く 、 遺構

の分布する地点も調査区の南側と北側にあるため、 ここに調査の主眼を置いた。 便宜上、 北側をA区、 南

側をC区とした。 また、 調査区中央付近は谷が入りこんでおり、 遺棉の分布状況は、 希薄であることが判

明していたため、 谷の落ち際をつかむためB区として設定した。 調査は、 平成8年11月5日から、 重機に

よる表土剥ぎを行なう。 8日から辿構検出作業に入る。 A区では北西方向に展開する柱穴と土壊、 溝跡を

発見した。 C区でも柱穴、 竪穴住居跡、 溝跡等を発見した。 両区で見つかった遺構の遺存状況は良好では

なかった。 見つかった遺構の中には今回の調査によって 、 規模がほぼ確定できたものもあった。 11月20日

には図面作成に必要な3mX3mの基準点を設定する。 これに対してB区は、 前回の調査成果と同様 、 谷

に堆積した土層を確認する。 層位毎に遺栴の有無を検討した後写真撮影、 図面作成を行う。 その後にB区・

C区の境を撤去し、 谷の堆積状況と地形の在り方を知るために一部を掘り上げる。 これによって 、 遺構が

掘り込まれている丘陵は、 北に向かって大きく傾斜していることが判明した。 一方C区では柱穴の配置か

ら掘立柱建物跡と理解し、 建物跡の新旧を確認した後に 、 柱穴の断ち割りを行なう。 A区でも柱穴 、 溝跡

の延びを知るため随時拡張を行い、 ここから見つかった柱穴についても掘立柱建物跡として機能すること

を確認する。 溝跡は新旧を確認後、 埋土を除去する。 建物跡についても新旧を確認後、 断ち割りを行い12

月25日まで調査を行なう。 翌年1月8日から調査を再開する。 A区南端部で見つかった包含層の一部掘り

上げ 、 埋土を除去した遺構の図面作成、 写真撮影を行う。 その後、 調査が終了した遺構の埋戻し、 器材撤

収等の作業を行い、 全ての調査を完了した(1月17日） 。
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w 調在成果
調査区を設定した所は 、 前回調査を実施した東側に隣接した場所である。 調査の結果 、 平安時代頃を中

心とした遺構・遺物を発見した。 主な遺構には竪穴住居跡、 掘立柱建物跡、 土壊、 溝跡、 柱穴等がある。

以下、 各区ごとに説明する。

1. A区で発見された遺構と遺物

発見された遺構は 掘立柱建物跡2棟、 溝跡4条、 土堀2基である。

(1)層 序

恩序図をもとに簡単に説明する。

← L=7.40m 

-
W
T

 

゜ 2m 

第5図 A区 南壁土層堆和状況

層 位 土 色 土 質 特 徴 励 位 土 色 土 質 特 徴

第1層 JOY R4/3 にぶい黄褐色 シルト オリ ー ブ黒色土をプnックに含む 第8層 2.5Y3/2 親褐色 シルト 褐色土をプロック状に含む

第2層 10YR4/6褐色 シルト 炭化物 ． 地山プロックを含む 第9層 7.5GY3/l 暗緑灰色 シルト

第3層 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 褐色土を班状に含む 第10層 2.SY3/3 暗オリ ーブ褐色 シルト

第4層 10YR8/6 黄橙色 シルト 炭化物と酸化鉄を班状に含む 第11層 JOG Y3/l 暗緑灰色 シルト 酸化鉄を層状に含む

第5層 7.5YR4/4 褐色 粘質シルト 炭化物を若干含む 第12屈 lOYRS/3 にぶい黄褐色 シルト 褐色土を班状に含む

第6層 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 褐色土プロックを班状に含む 第13層 IOYR6/8 明黄褐色 粘質シルト

第7庖 lOY RS/4 にぶい黄褐色 シルト

(2) 掘立柱建物跡

S B003掘立柱建物跡： S B003は調査区北西端の地山上で発見した掘立柱建物跡である。 調査区北と

西側へ延びているため 、 南北柱列2間分確認しただけである。 前回 の調査成果から判断して、 東妻と考え

られる。 柱穴全てに柱痕跡を確認した。 建物の方向は 、 北で 44度02 分西に編している。 柱間は 、 南北柱列

南より 1.4 8m、 1.39mである。 柱穴の平面形は未検出の部 分があるが方形である。 規模は一辺0.21,....,0.45

mである。 柱痕跡は0.15,....,0.1 7mの円形である。 遺物は出土していない。

S B021掘立柱建物跡： S B021は調査区北側の地山上で発見した掘立柱建物跡である。 調査区南西側

へ延びているため 、 東西2間分と南北1間分だけ確認している。 柱穴の位置関係から判断して、 前回調査

を実施した中に、 本建物の南西コ ーナー に相当する柱穴を見つけていたため 、 東西2間、 南北1間の東西

棟掘立柱建物跡と考えた。 SD029との関係は不明である。 柱穴には 一部抜き取り穴が伴うが、 全てに柱痕

跡を確認した。建物の方向は 、 南北柱列で見ると西で 2 2度04分北に編している。 柱間は 、 南北柱列南より

1. 81m、 1. 7 4mで全長3.55mであり 、 東西柱列は2. 87mである。 柱穴の平面形は 方形である。 規模は 一辺

0.41,....,0.Smである。 柱痕跡はO.ll"'0.1 8mの円形である。 遺物は 、 柱抜き取り穴から土師器杯· 甕、 柱痕

跡からは 土師器杯・甕・大型椀が出土している。
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第7図 S B003·021平面図及び断面囮

(3)土 壊

S K025土城： 調査区西端で S D010の埋土を除去した後に発見した土堀である。 平面形は方形である。

規模は長辺0.38m以上、 短辺0.43m、 深さ6cmである。 埋土は 、 極暗褐色土に地山プロックを含んでいる。

遺物は出土していない。

S K026土壊： 調査区北側の第3層上面で発見した土堀である。 平面形は残存している所を見ると方形

である。 規模は長辺0.49m、 短辺0.16m、 深さ9 cmである。 埋土は上恩から褐色土、 黄褐色土である。 層

中には酸化鉄と地山ブロックを含んでいる。 遺物は出土していない。

(4)溝 跡

S 0010溝跡： 調査区中央部の地山上で発見した東西溝である。 溝の両端は調査区外に延びており、 長

さllmまで確認した。 S D022より古く 、 S K025より新しい。 規模は残りの良い場所で見ると幅1.64m、

深さは0.22mである。 埋土は褐灰色土と黄灰色土からなる。 どちらも暗褐色土を含んでいる。 遺物は士師

器杯・甕、 須恵器杯· 蓋が出土している。

S 0022溝跡： 調査区北側と南側の地山上で発見した。 発掘基準線に沿って延びる南北溝である。 土取

りのため破壊されているが方向、 規模、 埋土等から同一溝と考えられる。 溝の両端は調査区外に延びてお

10 



り、 長さ7.lmまで確認した。 SDOlO·023より新しい。 規模は幅0 .53m 、 深さ0 . 24mである。 埋土は黄褐

S D023溝跡 ：

色士を主体としている。 遺物は土師器杯・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 壷、 赤焼き土器杯が出土している。

調査区南側の地山上で見つかった北西方向に延びる溝である。 溝の西側は調査区外に延

ぴており、 南側は包含層に覆われている。 SD022より古い。 長 さ S mまで確認した。 規模は幅0 .84�1.19

m 、 深さ0. 12mである。 埋土は暗緑灰色土である。 遣物は士師器杯·甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。

S 0029溝跡 ： 調査区北端と西端の地山上で発見した南北溝である。 土取りのため破壊されているが、

一連の溝と考えている。 S B021と の関係は不明である。 溝の両端は調査区外に延びており、 長 さ2 . 25mま

で確認した。 遺物は出土していない。

(5) 堆積層 ・ 包含層出土遺物

堆積層からは、 古代から近世までの迫物が出 土 した。 主なものは土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯·

甕 • 長頸瓶、 赤焼き土器杯、 灰釉陶器椀 、 緑釉陶器椀 （印刻花文） 、 丸 瓦 • 平瓦、 陶磁器、 砥石である。 こ

れ ら は細片で図化できたのはわずかであっ た。 調査区南側では黒色粘土を主体 と する包含層を確認した。

こ の恩は比較的遺物を多 く 含 んでいる。 こ こ か らは土師器杯 ・ 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 甕 • 瓶、 赤焼き

土器杯 、 緑釉陶器椀が出土した。 堆積層 か ら 出土した遺物 と 同様細片で 、 図化できたのはわずかである。

＼
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第 8 図 堆積層出土遺物
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第 9 図 包含恩出土遺物

11 

\\ I ヽ l

゜

ロ 径

(15.4) 

(17.8) 

(12.4) 

ロ

心....:....
 

団



S -27 — 

S-33 -

S-39 -

S-45 -

S-51 一

E -39 
I 

E-45 
I 

E�51 

A〕

I 

第10図 B · C 区 遺構全体図

E -57 
I 

10m 

12 



1
3
 

I- L=7.8Qm → 

． 
•ー ブラ ン ト ・ オバール サ ン プ リ ン グ ゜ 2 rn 

恩 位 土 色 土 質 特 徴 屈 位 土 色 土 質 特 徴

第 1 層 10YR3/3暗オ リ ー プ褐色 砂費シル ト 黒褐色の粘質土 と互屈で、 地山粒を含む。 第 8 層 l0B G4/1暗宵灰色 枇質シルト

第 2 層 lOY R 2/2黒褐色 シル ト にぶい黄橙色の砂が部分的に見られる・ 地山プロ ッ ク を含む． 第 9 層 lOB G4/l暗宵灰色 粘質シルト 黒褐色の粘質土と地山粒 • 炭化物をわずかに含む。

第 3 層 10YR4/2灰黄色 砂質シルト 明赤褐色の砂質土と地山粒を含む。 第10層 2.SG Y2/l縣色 粘質シルト 緑色土と地山粒をと こるどころに入る． （土填サンブJゆ4)

第 4 層 2.SY R 3/2黙褐色 粘質シルト 緑灰色の粘質土と炭化物 ． 植物の繊維の よ う な ものを含む． 第11層 IOG Y6/頃灰色 粘釘シルト

第 5 層 lOB GS/I青灰色 粘質シルト 黄灰色の粘質土と若干の炭化物を含む． 第12屈 2.5G Y3/l暗オ リ ープ灰色枯質シルト ［土壌サンプI凶6】

第 6 雇 lOB G5/l青灰色 粘知シルト 褐色の砂のプ ロ ッ ク と 炭化物を含む． 第13層 2.SG Y3/l暗オ リ ープ灰色儲質シル ト 部分的に緑灰色の砂質土を含む。 ［土壌サンプル95]

第 7 層 7 .5Y3/1 オ リ ー プ黒色 貼質シルト 炭化物と地山粒をわずかに含む。 第14層 2.SG YZ/1黒色 粘質シルト 緑灰色のプ ロ ッ ク （径2cmぐらい） を含む． （土墳サンプル97}

第11図 B 区 谷 土層堆積状況
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遺 物 名•—--— 
漆 器 椀

平 瓦

平 瓦

層 位_ _ _  , 

最 下 励

堆 積 層
堆 積 層

2 .  B 区で発見された遺構と遺物

A区からみて南側にある。 当該区は、 2 次調査から谷であることが推測されていたが、 谷の始まりの確

特 徴
ロ径11 .5cm 底径5.2cm 器高5.2cm、 内面朱漆、 外面黒漆一朱漆で文様

I A類 8 ク イ プ ［凹面） 布目ーナデ ［凸iii) 縄叩き目ーナデ ・ 胎土緻密、 硬質・灰色

II C類 {[l!)面） 粗い布目一経いナデ ？ ［凸面） 縄縄叩き 目 · 胎土砂粒含む ・ 灰色

第1 2図 B 区 谷 堆積層出土遺 物

登録番号
R - 6  ... ' 
R-34 

R -35 

図 版 No.
9 a · 9b 

認 と堆積状況を把握する目的で調査を行った。

当該区は昭和40年代頃まで水田 に使用 されており 、 その後浮島団地の造 成工事の廃土がこの周辺に棄て

られた。 その廃土を除去し断面観察を行った。

西側にわずかな層 の乱れはあるが、 それを除けばきれいな水平堆積で上層は砂質土と粘質土の互層になっ

ており 、 水田や湿地であった と裏付けられる。 下層は主に粘質士が堆積しており 、 水田有無の確認のため

プラ ン ト ・オバールのサ ンプ リ ン グ (10屈 · 1 2-14 層） を行った結果、 高い密 度でプラ ン ト ・ オパールが

検出された。 こ の こ と か ら 、 こ の周辺は比較的長い期間、 水 田 に利用 されていたと 思われる。 なお、 プラ

ン ト ・ オパーJレの分析の詳細は別項を設け、 記載しているy ( P P19 ,....,21 ) 

ロ ク ロ調整の土師器杯・甕、 非 ロ ク ロ調整の土師器杯 、遺 物は、 須恵器杯 • 高台杯 • 長頸瓶 · 甕 ． 蓋、

灰釉陶器 、 瓦 （第1 2図 2· 3)などが出土している。 また、 岩盤のすぐ上から 、 近世のものと 思われる漆器

椀が出土 している （第1 2図

も の と 考えられる。

3 .  C 区で発見された遺構と遺物

1 ) 。 しかし出土地点が谷の落ち の途中 と い う こ と か ら 、 堆積途中で混入した

C 区では、 新旧関係も含めて竪穴住 居跡1 軒、 掘立柱建 物 跡 4棟、 溝1条のほかに小溝、

遺構が発見 されている。

ピ ッ ト などの
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層位 上 色 土 質 特 徴

貰しい I IOYR恭貨褐色 シル ト 焼土と炭化物を含む．

爾謁履土 2 IOY R4/4褐色 シルト 地山粒と焼土を含む．

古 い 3 !OY R納朔賣掲色 シル ト 地Jh粒と8色拉子を含む．

閾鷺履士 4 IOY R4/4褐色 シル ト 令砂っぽ＜．駒慮を含む．

出畑 5 lOYR翠褐 シル ト 地IL出焼土炭化物を含む．

第17図 S I 0 27 A · B竪穴住居跡平面國・ カ マ ド ・ 周 溝断面図

(1) 竪 穴住居跡

S I 0 27 A · B竪 穴住居跡 ： 調査区中央部やや南端に位置してお り 、 地山面で検出 し ている。 住居跡の

北西側は大 き く削平 さ れている。

S I 0 27 Aは南西隅周辺で 、 溝 の幅がやや広くなっている部 分でのみ確認できた。 こ の周 溝 は壁を袂るよ

うに掘られている （点線で図示） 。 遺 物は出 土 し ていない。

S I 0 27 B は床面が完全に削平 さ れ、 南 • 西周溝 、 排水溝 、 カ マ ドの一部が残存しているだけ である。 遺

物は出土し ていない。 各施設については以下で説明する。

【 カ マ ド】 南面にあ り 、 左側の袖の一部 分のみが残存している。 その周辺 には炭化 物 と焼土を観察する

こ とができた。 袖の下には芯材 と思われる凝灰岩 （ ス ク リ ー ン ト ー ンで表示） が置かれており 、 その上に

地山土を貼り 付けて 、 袖がつくられたと考えられる。 また、 南辺 の周 溝はカマ ドの下を通っているこ と か

ら、 カ マ ドは周 溝 掘削後 、 構築 さ れたも のである。

【周 溝】 南～西面に残存しているが、 西側の周溝 の端はSD006に切 ら れており、 南 側の端は削 平 さ れ

ている。 南側周 溝 の長 さ は約 3 . 3m以上、 幅 24 cm、 深 さ1 2cm、 断面はU字形である。

【排水溝】 周 溝 を貫いてカマ ドの底面から北に向かって延びている。 北端に行 く につれて浅くなってい

る。 長 さ は 2. 4m 、 幅1 2,..., 20cm、 深さ1 2cm 、 断面はU字形である。
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第13図 S B028 · 029 · 030 · 031 建物跡平面屈 • 西壁断面図
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特 徴. .  ,, __ 
(A柱穴埋土）

(B柱痕跡埋±l
(B柱穴埋土）

層位 土 色 土 質 特 徴
1 IOY RS/2灰黄褐色問シルト見山カックを多く含む (A住哀絡坦土）
2 IOY R6fl灰黄褐色郎シルト亀山プ•1クを含む (A眩吐）
3 JOY RS/6黄褐色 シルト や仕bり ，尾雌含t,(B誼縞社）
4 IOYR':/4にぷい黄褐色 シルト ややあぼい． 亀雌含む (B往穴狂）
5 JOY RS/8黄褐色 訊シル1楚山ブn ック叙 (B肱社）゜ 1 m 

第14図 S B 028 · 029掘立柱建物跡断面図

{2) 掘立柱建物跡

S 8028掘立柱建物跡 ： 調査区西側で発見した掘立柱建物跡である 。 3 ヶ所で柱 穴 、 1 ヶ 所で柱痕跡が

検出 している 。 柱 穴は方形で0 . 46,,....,0.64m 、 深 さ は 3 "' 4 cmしかなく 、 南端の柱 穴は辛う じて確認する こ

とができた。 柱痕跡は0 . 16m の円形である 。 柱 穴 、 柱痕跡とも 検出さ れた地山面が削 平 さ れており 、 建物

の規模 ・ 方向や広がりは不明である 。 S B 029 · 030 、 S D006より古い。 遺物は出土していない。
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図版 3 ) などが出土している 。

S 8030掘立柱建物跡 ： 調査区西側に位置している 掘立柱建物跡である 。 2 ヶ

所で柱 穴と南端の柱 穴からは柱痕跡を地山面で検出している 。 柱 穴は方形で0 . 38-

0.44m 、 深 さ は 3 "' 4 cmである 。 柱痕跡は0 . 14m の円形である 。 S B028より新

しい。 建物跡の規模は不明である 。 遺物は南端の柱 穴から、 胎土に砂粒を含む
（註）

丸瓦 Il B類 a タ イ プが出土 している 。

Cl- L=B.20m _.C ' 

雪冒言
0.5m 

第16図 S B030北側柱 穴断面図

S B 031 掘立柱建物跡 ： 調査区西端に位置しており 、 南北 2 間以上、 東西 1間以上の南北棟掘立柱建物

跡である 。 4 ヶ所で柱 穴、 2 ヶ所で柱痕跡が地山 面で検出している 。 建物跡は、 平成 7 年度 に行った 2 次

調査区に延びているが、 溝 と撹乱などによって壊さ れており 、 建物跡の正確な規模は不明である。 柱間は

東側柱列で南より1 . 74m · l .90m 、 南側柱列で1 . 58mまで確認した。 方向は東側柱列で見ると北で25度 66

分西に偏している 。 柱 穴の一辺 は0 . 40'"'-'0 . 44mの隅丸方形で、 柱痕跡は0 . 14-0 . 16m の円形である 。 S D

006より新しい。 遺物は出土していない。

(3) 溝 跡

S D006溝跡： 調査区の中央部 の地山 面で発見した東西溝 で、 2 次調査区から続いている 。 東側は大き

く 削平さ れている 。 S B028 · 029 · 030 · 031 、 S I 027より新しい。

17 



今回発見された溝の規模は、 上端幅1. 20m、 底面幅0. 32m、 深さ0. 36mである。 堆積土は褐色土で地山

粒が入っている。 遺物は出土していない。

V ま と め
発見された遺構は、 関連性がないため、 簡単に各区毎に概要を記す。

A 区

A区からは掘立柱建物跡2棟、 土塙 2 基、 溝跡 4 条を発見した。 これらの遺構の新旧関係を整理すると

下表の よ う になる。

山

S B003 
S B021 
S K025 〉 S DOlO > S D022 

S D023 ↑ 
S D029 

※但し、 S B003と S 0029の関係

は不明である。

〗 S K026 地

発見された遺棉の年代について考えると、 重複関係と出土遺物の技法的特徴から判断すると、 概ね平安

時代 (9世紀代） 頃から、 それ以降とい う 年代が与えられる。

B · C 区

B 区では遺構が発見されなかった。 また、 出土迫物についても堆積層中から多賀城政庁第 I "-'N期まで

の瓦が見つかっている一方で、 近世も し く はそれ以降と思われる漆器椀も見つかっており、 年代を確定す

るこ とはむずか しいため、 こ こ ではC 区のみ考えたい。

C 区からは竪穴住居跡 1 軒、 掘立柱建物跡 4 棟、 溝跡 1 条を発見した。 これらの遺構の新旧関係を整理

すると下表のよう になる。

地

山 二
6
 
゜0

、
D
 

s
 
一

9

0

 

B
 

7
 

02
02
03
031
 

I
B
B
B
 

s
s
s
s

 

二
027

028
 

I
B
 

s
s

 

出土遺物が少ないため、 建物跡の年代を特定できないが、 S B 029の柱穴から須恵器蓋、 ロ ク ロ 調整の土

師器杯 ・ 甕の破片と S B030の柱穴からは多賀城 II ,....,N期の丸瓦が出土している。 このことからA区同様、

平安時代 (9世紀代） 頃かそれ以降と考えられる。

（註） 宮城県多賀城跡調査研究所 『 多賀城跡 政庁跡本文編』 1982
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プ ラ ン ト ・ オパール分析報告

株式会社 古環境研究所

1 . は じ め に

植 物珪酸体は、 ガ ラ ス の主成分である珪酸 ( S i 0 分 が植 物 の細胞内に蓄積し たものであり 、 植 物 が枯

死した後も微化石 （ プラ ン ト ・ オパール） となっ て土壌中に半永久的に残っている 。 プ ラ ン ト ・ オパール

（植 物珪酸体） 分析は、 この微化石を遺跡士壌などから検出 し、 そ の組 成や品を明らかにする 方法であり 、

イ ネ をはじめとするイ ネ科栽培植 物 の同定および古 植生・古 環境の推定な ど に応用されている 。

小沢原造跡第 3 次発掘調査では、 土壌断面の観察において複数の層準で水田耕作層の可能性が推定され

た。 そこで、 稲作跡の探査を 目 的にプラ ン ト ・ オパール分析を行うことになっ た。

2 試料

分析試料は、 黒色粘質シル ト (10層） ， 暗オ リ ープ灰色粘質シル ト (1 2層） ， 暗 オ リ ー プ灰色粘質シル ト

と砂質シル トの互層 (13層） ， 黒色粘質シル ト (14層） の 4 点である 。

3 .  分析方法

プラ ン ト ・ オパールの抽出と定最は、 「プラ ン ト ・ オパール定g分析法 （藤原， 197 6) 」 をもとに、 次の

手順で行った。

1) 試料土の絶乾 (1 05℃· 24時間） 、 仮比重測定

2 ) 試料土約1 g を秤量、 ガラ ス ビーズ添加 （直径約40/J. m, 約0.02 g )  

※電子分析天秤により 1 万分の1 g の精度 で秤量

3 ) 電気炉灰化法による脱有機 物処理

4) 超音波によ る 分散 (300W · 42 k Hz ・ 10分間）

5 ) 沈底法による微粒子 (20µ.m以下） 除去 、 乾燥

6 ) 封入剤 （ オイ キ ッ ト ） 中 に分散、 プ レパ ラ ー ト作成・

7 ) 検鏡・計数

検鏡は、 おもにイ ネ科植 物の機動細胞に由来する プ ラ ン ト ・ オパール （ 以下、 プ ラ ン ト ・ オパールと略

す） を同定の対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。 計数は、 ガラ ス ビーズ個数が400以上にな るまで

行 っ た。 これはほぽプレパラ ー ト 1 枚分の精査に相 当 す る 。

検鏡結果は、 計数値を試料1 g 中のプラ ン ト ・ オパール個数 （試料 1 g あたりのガラ ス ビーズ個数に、

計数されたプラ ン ト ・ オパールとガ ラ ス ビー ズの個数の比率を乗 じ て求 め る ） に換算 して示 し た。 また、

おもな分類群については、 この値に試料の仮比重 (1.0と仮定） と各植 物 の換算係数 （機動細胞珪酸体1 個

あたりの植 物体乾重、 単位 ： 10
―

� ) を乗じて、 単位面租で層厚1 cmあたりの植 物体生産藷を算出 し た。 換

算係数は、 イ ネは赤米、 キ ビ族はヒ エ 、 ヨ シ属は ヨ シ、 ウ シ クサ族はス ス キ 、 タ ケ亜科については数種の

平均値を用いた。 その値は、 それぞれ2.94 (種実重は1.03) 、 8. 40、 6.31 、 1 . 24、 0. 48である （杉山 • 藤原，

1987 ) 。



4. 分析結果

稲作跡の探査が主目的であるため、 同定は 、 イ ネ 、 ヨ シ属、 タ ケ亜科、 ウ シ ク サ族（スス キやチガヤな

どが含まれる） 、 キビ族 （ ヒ エなどが含まれる） の主要な5分類群を中心に行った。

採取された試料すべてについて分析を行った結果、 イ ネ 、 ヨ シ属 、 ウ シ ク サ族 、 タ ケ 亜科の各分類群の

プラン ト ・ オパールが検出された。 こ れらの分類群について定且を行い、 その結果を表 1 に示した。 また、

主な分類群については巻末に顕微鏡写真を示した。 以下、 各層における検出状況を記す。

10層では イ ネ ， ウ シ ク サ族， タ ケ 亜科が検出された。 イ ネ は高い密度である。 ウ シ ク サ族と タ ケ 亜科は

やや低い密度である。 12恩では イ ネ ， ヨ シ属 ， ウ シ ク サ族， タ ケ 亜科が検出された。 こ こ でも イ ネ は高い

密度であるが、 他の分類群はやや低い密度である。 13層ではイ ネ ， ヨ シ属 ， タ ケ亜科が検出された。 イ ネ

は比較的高い密度であるが 、 他はやや低い密度である。 14層ではイ ネ ， ウ シ ク サ族， タ ケ 亜科が検出され

た。 イ ネは高い密度である。 タ ケ 亜科は比較的高い密度であるが、 ウ シ ク サ族はやや低い密度である。

5 .  考察

(1)稲作の可能性について

稲作跡（水田跡） の検証や探査を行う場合 、 通常、 イ ネ の プラン ト ・ オバールが試料 1 gあたりおよそ

5 , 000個以上の密度で検出された場合に、 そこ で稲作が行われていた可能性が高いと判断している。 ま た、

プラン ト ・ オバール密度に ヒ°ー クが認められれば、 上屈からの後代のものが混入した危険性は考えに く く 、

密度が基準値に満たなくても稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。 以上の こ とを基準として稲

作の可能性について考察を行 う 。

本遺跡では、 10層 ， 12層 ， 13層 ， 14層の各層よりイ ネ の 、 プラン ト ・ オパールが検出された。 したがっ

て、 これら各層において稲作が行われていた可能性が考えられる。 こ のうち 、 10層 ， 12府 ， 14層について

は 、 プラン ト ・ オパール密度がそれぞれ6, 900個/ g ,  6,400個/ g ,  7 , 600個/g どいずれも高い値である

ことから、 耕作阿であった可能性が高いと推定される。

(2)稲籾の生産総量の推定

ここでは、 耕作層の可能性が店いと判断された10層 ， 12恩 ， 14層における稲籾の生産総量の算出を試み

た。 その結果、 面和10 a あたりに換算すると、 10庖では7• 8 t I 12層では7.8 t , 14恩では10.1 t と推定さ

れた。 当 時の稲籾の年間生産量を面和10 a あたり100kgとし、 稲藁がすべて水田内に還元されたと仮定する

と、 10層と12層では約80年， 14層ではおよそ100年間稲作が営まれていたと推定される。

6 .  ま と め

小沢原遺跡第3次調査においてプラン ト ・ オパール分析を行い、 稲作跡の探査を試みた。 その結果、 10

恩 ， 12恩 14恩よりイ ネのプラン ト ・ オバールが高い密度で検出され、 これらの層準が耕作層である可能

性が高いと判断された。

なお 、 それぞれの層において稲作が営まれた年数は10層と12層ではともに80年弱 、 14層ではおよそ100年

と推定された。
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2 . 04 1 .  87 0 .  82 2. 23 

0 .  71 0.65 0.29 0. 78 

0.17 

0.45 0.44 

0 . 23 0.09 

推定生産位 （単位 ： kg/rrf · cm) 

ヨ シ属

ウシクサ族（ススキ属など）

タケ亜科（おもにネザサ節）

イ ネ

（イ ネ籾）

キ ビ族

分 類 群 ／ 試 料 10 12 13 14 

イ ネ 69 64 28 76 

キ ビ族

ヨ シ属 7 7 

ウシクサ族（ススキ屈など） 19 7 14 

タケ亜科（おもにネザサ節） 63 49 35 76 

検出密度 （単位 ： X lOO個/ g )

0 .  30 0 .  24 0 . 17 0 .  36 

小沢原遺跡3次調査のプラ ン ト ・ オパール分析結果表 1

タ
ケ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
族

ヨ
シ
属

イ
ネ

タ
ケ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
族

ヨ
シ
展

イ
ネ

10層

12層

13層

14層

I · O. lkg/ nf · cm未満

0 2.Skg/ rrf · cm 
l_ I _ I. l I I 

推定生産祗 （主な分類群）

I · 0 . 1万個/g未満

1 万個/ g
J ー゚

小沢原遺跡3次調査の プラ ン ト ・ オバール分析結果
※主な分類群について表示。

I - 」 .I . .I 

検出密度

図 1
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囮版 1 A 区 調査区北半部全最 （南よ り ）
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図版3 S B003 掘立柱建物跡南側柱穴断面
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囮版 6
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図版10 A 区 包含層堆積状況 （北 よ り ）
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図版11 C 区 調査区全景

図版12
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図版14 S I 027 A · B 竪穴住居跡周溝断面
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図版16 S B 029掘立建物跡北側柱穴断面
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1 a 
1 b 土 師 器 R - 1

2 須 恵 器 R - 2

3 ＂ R -33 

4 緑釉陶器 R - 5

5 ” R -24 

6 ＂ R-6 

7 灰釉陶器 R - 8

8 ＂ R - 9  

g a 漆
9 b  

器 R - 6

1 0  砥 石 R -31
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